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日
本
、独
自
制
裁
を
検
討

　
【
北
京
共
同
】
北
朝
鮮
は
６

日
、
初
の
水
爆
実
験
を
同
日
午

前
10
時
（
日
本
時
間
同
10
時

半
）、「
安
全
か
つ
完
璧
に
」
実

施
し
、成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

「
特
別
重
大
報
道
」
で
明
ら
か

に
し
た
。
４
回
目
の
核
実
験

で
、
金
正
恩
（
キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ

ン
）
第
１
書
記
の
体
制
下
で
は

２
０
１
３
年
２
月
に
続
き
２
回

目
。
北
東
部
咸
鏡
北
道
（
ハ
ム

ギ
ョ
ン
プ
ク
ト
）
豊
渓
里
（
プ

ン
ゲ
リ
）
の
実
験
場
で
行
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
核
開
発
技
術
の

「
向
上
」
を
誇
示
、
関
係
改
善

の
見
通
し
が
立
た
な
い
米
国
に

無
条
件
対
話
再
開
な
ど
の
譲
歩

を
迫
り
、
金
第
１
書
記
の
権
威

を
高
め
る
狙
い
が
あ
る
。

　

水
爆
実
験
が
事
実
な
ら
、
核

戦
力
の
大
幅
増
強
と
な
り
、
国

連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
を
無

視
し
た
強
硬
姿
勢
に
国
際
社
会

の
反
発
は
必
至
。
拉
致
問
題
解

決
へ
日
朝
交
渉
を
続
け
る
安
倍

政
権
は
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ

る
。
岸
田
文
雄
外
相
は
「
わ
が

国
独
自
の
対
応
に
つ
い
て
も
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
」と
述
べ
、

日
本
独
自
の
制
裁
強
化
が
必
要

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

朝
鮮
中
央
通
信
に
よ
る
と
、

金
第
１
書
記
が
昨
年
12
月
15

日
、
水
爆
実
験
実
施
の
命
令
を

出
し
、
今
月
３
日
に
最
終
命
令

書
に
署
名
し
た
。
北
朝
鮮
は
６

日
の
政
府
声
明
で
、
水
爆
実
験

は
米
国
の
核
の
脅
威
か
ら
国
の

自
主
権
と
民
族
の
生
存
権
を
守

る
た
め
の
「
自
衛
的
措
置
だ
」

と
主
張
。「
米
国
の
対
北
朝
鮮

敵
視
政
策
が
根
絶
さ
れ
な
い
限

り
、
わ
れ
わ
れ
の
核
開
発
中
断

や
核
放
棄
は
絶
対
に
あ
り
得
な

い
」
と
表
明
し
た
。
水
爆
実
験

は
「
安
全
か
つ
完
璧
に
行
わ
れ

た
」
と
し
、
周
辺
の
環
境
に
影

響
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
６
日
、
水

爆
実
験
に
つ
い
て
「
わ
が
国
の

安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威

で
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
」

と
強
く
非
難
。
日
本
政
府
は
同

日
、
核
実
験
実
施
情
報
に
関
す

る
官
邸
対
策
室
を
設
置
。
官
邸

で
政
府
の
国
家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
４
大
臣
会
合
を

開
催
し
た
。

　

国
連
外
交
筋
に
よ
る
と
、
安

保
理
は
緊
急
会
合
を
日
本
時
間

７
日
未
明
に
開
催
す
る
方
向
で

調
整
に
入
っ
た
。
金
第
１
書
記

は
昨
年
12
月
、
水
爆
の
保
有
を

表
明
。
豊
渓
里
の
核
実
験
場
で

新
た
な
坑
道
掘
削
の
動
き
が
確

認
さ
れ
て
い
た
。

金
正
恩
氏
の
権
威
誇
示

北朝鮮初の水爆実験

水爆実験の実施を発表する朝鮮中央テレビの映像を伝える
大型モニター＝６日午後０時 33分、大阪・道頓堀


